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序 文

本市は多賀城跡とその周辺を古代東 北の歴史多継承す

る広域的歴史拠点として 、 魅力に富んだ歴史的、 文化的

出会いとふれあいを創造するまちづくりを目ざしており

ます。 このため近年では、 「多賀城跡復元調査検討委員

会」を設置し、 外郭南門の復元に向けて鋭意努力してい

るところであります。

市内には私たちの祖先が残 した多くの遺跡があります。

これらは地中に埋もれた文化財であり、 大地に刻まれた

人 間の足跡を具体的に示すものとして永く後世に残して

伝えていかなければなりません。 しかしながら、 宅地造

成等によってやむなく破壊される場合に限り、 記録保存

のための発掘調査を実施しております

本書は、 宅地造成に先立って行われた野田館跡の発掘

調査報告苔であります。 調査の結果、 塀跡、 溝跡が発見

され、 これまで不明であった多賀城跡東部様相の一端が

明らかになったものと思われます。

最後になりましたが、 発掘調査や本報告書の刊行にあ

たり、 多大な御 指導•御協力をいただきました多くの方々

に対し、 心より感謝を申し上げます。

平成7年9月

多賀城市教育委員会

教育長 櫻 井 茂 男



例 戸

l .  本書は 、 住宅建設に先 立って行った野田館跡（第1 次調査）の発掘調査報告書である。

2. 本苔の執筆・•編集は、 当センター職員の協力を得て、 相沢清利が担当した。

3. 本書中における各遺構の略号は次のとおりである。

SA= 柱列跡 SD=溝跡

4. 本書挿図中の断面因レペルは、 標高値を示している。

5. 方位の標示は、 国家座標の 北を用いた。

6. 本書中の土色は、 「新版標準土色帖」 （小山・竹原1976) を使用した。

7. 本書の作成にあたって は 、 大山真由美 、 管野礼子、 朝倉幸子 、 関根香織 、 赤坂菜緒子、

太田久美子 、 熊谷純子、 皆川厚子の協力を得た。

8. 調査・整理に関する諸記録および出土遺物は、 多賀城市埋蔵文化財調査センターで一括保

存しているので活用されたい。
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I . 調 査 要 項

(1) 遺 跡 名

(2)所 在 地

(3) 調 査 期間

(4) 調 査 面稜

(5) 調 査 主体

(6) 調 査担当

野 田 館 跡

宮城県多賀城市留ケ谷二丁目7 7-

平成7年4月20日-5月31 日

l ,200nf (対象面積3,983nf)

多賀城市教育委員会 教育長 櫻井茂男

多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長 鳥山文夫

主任研究員：滝口 卓 主査：伊藤英子

研究員：石川俊英 千葉孝弥 石本 敬 相沢清利

技 師：鈴木孝行 武田健市

嘱 託：菊池 豊 伊藤 浩（調査）滝川ちかこ 小幡輝美

藤岡淑子 （展示室）

赤間栄二郎 浅野真 阿部トシ子 阿部弘 内海義雄 遠藤実

太田拘一郎 大友良子 長田栄太郎 小野玉乃 鎌田博 日下正夫

後藤しのぶ 後藤みよ子 小松まり 今野孝男 桜井くに子

佐藤容子 笹井希美枝 上路正志 鈴木太仲 武田りき 手嶋興美

南城美岐子 橋本務 早坂剛 平山節子 藤田恵子 星忠次郎

星秀雄 松岡美津枝 真野勝男 三浦 あさ子 山田吉之助 渡辺正一

渡辺ゆき子

(8) 調 査 協 力 ： 福仙興業株式会社

(7) 調査参加者

II. 調査に至る経緯

本調査については、 平 成 6 年7月に当該地を対象とした宅地造成工事が福仙興業株式会社よ

り提示されたため、 本 件開発計画について協議を行った。 当該地は野田館跡 の範囲に含まれて

おり、 また丘陵を削平して造成する工法がとられることから、 事前調査が必要 の旨を回答し た

（平成 6 年1 0月）。 そ の後、 平成7年 4月に福仙興業株式会社より発掘調査の依頼があり、 当セ

ンターと調査日程、 費用の調整を行い、 4月20日より発掘調査を開始した。

ill. 調査方法と経過

今回の調査対象区域は、 地形的に中央の谷をはさんで、 西側を西区、 東側を東区と 呼称する

ことにした。 まずはじめに、 西区と谷の一部が雑木林におおわれているため伐採作業を行う 。
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これと並行して東区では、 植木が仮植林されていたため、 これの撤去も行う。 4月20日より重

機を使用して西区の表土剥離を開始し、 随時終了したところから作業員が入り遺構検出作業を

行った。 北半の斜面には褐灰色砂質シルトの広がりがみられ、 検出面より土器片が出土し包含

層と推定された。 谷の調査は4月27日より開始した。 現況で確認できる谷は厚く盛土されたも

ので、 元々はずっと深く入り込んでいることが判明した。 ここでは後世の削平による段差がみ

られたほか、 何ら遺構等は検出されなかった。 東区は、 元地権者の話しによると、 植木を植林

する際に深さ50cmほど土を北斜面に押して低くしたとのことであるが、 一応確認のため表土剥

離を行った(4月28日）。 その結果、 やはり削平を受けており、 遺構・遺物とも皆無であった。

このような状況から、 調査の主力は西区を中心として行うこととなった。 西区では基本層位を

確認するために、 西壁際にサプトレンチを入れて土層の観察を行った。 土層は地山面まででI

～皿層に分層され、 皿層が平面で確認していた遺物包含層と判断された。 引き続き遺構検出作

業を継続し、 調査区の中央付近では逆L字状の溝、 その南側では等高線に沿うような方向で2

条の柱列跡を検出した。 これらの遺構の掘り込みと並行しながら 、 調査区全体に国家座標に載っ

た杭を落とし、 1/100スケ ー ルの地形図を作成する。 個別の遺構については 、 1/20スケ ー ル

で平面図• 断面図を作成した。 5月24日には調査区全体の写真撮影を行う 。 最後に柱列跡を検

出した丘陵頂部の平坦面にlOX10mのトレンチを入れて下層の調査を行うが、 旧石器等の遺物

は発見されなかった。 5月31日、 器材の撤収を行いすべての調査を完了した。

田 館

作 ケ 館

沢 尿 遺

原 遺

性 院 遺

沢 遺 門］
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IV. 野田館跡の地理的・歴史的環境

野田館跡は多賀城市の 北東端部塩釜市と境を接するところに所在する。 多賀城市の地形は、

東 半部が低丘陵、 西半部が沖積地に二 分されている。 この東半部の丘陵は標高50-lOOmの塩

釜丘陵から派生してきたもので、 鮮新世以前に形成された砂岩・凝灰岩などを基盤としている。

その末端の丘陵は大小の谷が 複雑に入り組んだ地形を成し、 標高は10-50mを計る。 およそ20

m前後の丘陵については、 最終間永期の海進（下末吉海進）によって形成された可能性が指摘

されている（註1)。

本館跡が立地する小独立低丘陵は、 東西400m 、 南北100mで東西 方向に細長い島状を呈する。

標高は約20-25mで、 丘陵裾部からの比高差は約10-1 5mを計る。 現況は大部 分が雑木林であ

るが、 一部畑地および植木仮植林地となっている。

本館跡の歴史的背景については、 まったく不明といってよいであろう 。 唯一東側に隣接する

矢作ケ館跡が、 『安永風土記』留ケ谷村古館の章に野田の 「屋はきか館」として竪四十間、 横

二十五間としるされている（註2)。 また、 加藤孝• 野崎準氏は多賀城市内の館跡についてま

とめており、 この中で矢作ヶ館についてもふれている。 両氏は館跡の西 側に位置する舌状台地

上に幅3m 、 高さ0.5mほどの土塁が 約50mにわたってみられるとし、 この地点までも館跡の

一部としてとらえている。 その後、 多賀城市教育委員会では機会のあるごとに現地踏査を行っ

てきており 、 加藤氏らによって指摘された地点については、 矢作ヶ館跡とは区別し、 野田館跡

として登録し現在に至っている。

〈註〉

1. 鎌田俊昭他(1994) : 「柏木遺跡B地区発掘調査毅告書」多賀城市文化財調査報告密第36集

2. この地点は紫桃正隆氏によれば、 鈴木宰氏の梨畑に使われている丘陵（高さ25m 、 東西100m 、 南北50m)

の楕円形平場が館跡として伝承されているとしている（紫桃1973)。

V. 調 査 成 果

1 . 基 本 層 位

西区の基本層 位は平面• 断面の観察により r-v層 までに分層された。

第I層 10YR5 /1褐灰色シルト しまりのない土で、 未 分解の葉が 混じる表土層 。 層 厚10

cm前後。

第 1I層 2.5Y8/4淡黄色砂質シルト 灰雑物を含まない均質な土層。 層厚20 cm前後。
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S D01·02 土層註記

1 10YR6/2灰黄褐色 砂質シルト しまりなし

2 7.5YR4/2灰褐 色 砂何シルト 地山小プロック含む

にぶい
3 1 OYR7/2 砂質シルト IV屈に似ている

黄橙色

S002��3 図 西区平面図• 断面図
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第皿層 7. 5Y R6 /1褐灰色砂質シルト 黒褐色シルトと明褐色砂質シルトが均質に混じり合っ

た土層。 層厚15cm 前後。

第IV層 2.5Y 7/2 灰黄色砂質シルト 灰雑物を含まな い均質な土層。 層厚10cm前後。

第V層 7. 5Y R6 /6 橙色粘土質シルト 層厚30cm以上 。

n-m 層は北斜面に 自然堆積した土層で、 下方に い くにしたがって層の厚さを増す。 皿層に

は土器細片を若干含み 、 SD01の検出面ともなっている。 IV層以下が無遺物層の地山である。

2. 発見遺構と遺物

(1) SD01溝跡

西区北半のm 層上面で検出した。 方向はN-54° -Wである。 長さは13.4mで幅l.5m-l.6m、

深さ0. 27mを計る。 底面は平坦で、 壁はゆるや かに 立ち上がる。 埋土は3 層に分けられ、 自然

堆積の様相を示す。 須恵器、 赤焼き土器の細片？が僅かに 出土した。

(2) SD 02溝跡

西区北半のV層上面で検 出し、 SDOlと逆L字形に 接続する。 方向はW- 55° - Sである。

確認できる長さは約10mで、 幅1.5m 、 深さ0. 2mを計る。 断面形は南半はほぽ平坦であるが、

北 半はゆるやかに立ち上がる。 埋土は2層に分けられ、 1 - 2層がSDOIの 1 - 2層に対応す

る。 遺物は出土して いな い。

(3) SA 03柱列跡

西区南半のIV層上面で検 出した南北方向の柱列跡である。 確認でき たのは1 8 間分 (9.3m)

で、 南側は調査区外へと延びて いる。 方向は北 がら 4 間分が 多少西へ湾曲するため、 確実では

な い がおよそN-19° - Eである。 柱間寸法は平均で0.52mである。 柱穴は隅丸方形を呈し、 一

辺13X 22cmの間におさまる。 深さは6 -23cmを計る。 柱痕跡はいずれからも検 出されて いな い。

埋土はいずれも灰白色砂質シルトの単囮である。 遺物は出土して いな い。

攣二三
L ,., 1 .J., .. :'J.....:'l 

5cm 2 釦&,,, �[!}. 
図番号I種別I 器種 内面調整 備 考 登録番号

4 - 21 'ヽ l高台付杯I谷• L - I IロクロナデIヘラミガキ•黒色処理I高台 Yil l<:::)1 1:::�,�::: て不明瞭I:=: 
図番 号 地区・雇位 器 種 石 材 長 (111) 幅（匹） 厚（口） 重 (g) 傭 考 登 録 番号

4-3 西区·L-1 石 鏃 n: 岩 24 13 4 I.I R-5 

4-4 西区•L-m 二次加工のある剥片 風化議灰岩 24 21 4 2.0 R-6 

第4図 墓本層出土遺物
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S A03• 04平面図• 断面図第5図



(4) SA 04柱列跡

西区南 半のW層 上面で検出した東西 方向の柱列跡である。 確認できたのはカクランで不明な

部分もあるが13間分(7.96 m) で、 東側は調査区外へと延びている。 方向はE- 5° -Sである。

柱間は平均で0.43mである。 柱穴は隅丸 方形もしくは不整円形で、 12 X 22cmの間におさまる。

深さは削平されたものを除くとll-1 9cmを計る。 柱痕跡はいずれからも検出されていない。 埋

土はSA03と同様である。 遺物は出土していない。 SA03柱列跡とは ほぽ直交する位置関係に

あることや、 柱穴埋土の類似性から一連の遺構と考えられ、 同時に存在したものと推定される。

VI. ま と め

1 野田館跡は、 東西に細長い独立低丘陵に立地し、 東西400m 南 北100mの範囲におよぶ。 現

況の地形は、 丘陵の頂部付近（丘陵の尾根上）が標高約2 5mを計り、 北斜面の東半分は急斜

面であるが、 西 半分は緩斜面となっている。
一 方、 南斜面には上縁に土塁状の高まり、 その

下に数段の段差が不規則に造られている。

2 今回の調査では柱列跡2条、 溝跡2条のほか遺物包含層 を検出した。 出土した遺物は、 表

土および包含恩出土の土器が主であり、 遺構から出土したものは少ない。 いずれも細片であ

り詳しい遺構の年代を特定するのは困難である。

3 柱列跡については、 南側が調査区外に延びているためその全容は不明であるが、 北斜面の

上縁に位置していることや、 方向が等高線の 方向に沿っており、 地形に規制されていたこと

がわかる。 おそらくは南側の平坦面に存在するなんらかの施設を囲んでいるものと推察され

る。 性格としては柵や塀のよう なものを考えておきたい。

4 野田館跡は、 東側に隣接する矢作ケ館跡と一 連の中世 城館とする考察もある （加藤• 野崎

(1 973))。 今回の調査では、 中世 城館とする明確な遺構・ 遺物は検出できなかった。 今後、

塀跡との関連も含めて南側の平坦面や土塁状高まりの調査が進めば、 野田館跡の実態に迫る

ことができよう 。

〈引用・参考文献〉

加籐 孝•野崎 準 (1973) : 「多賀城市内の館跡ー中世陸奥国府周辺遺跡の考古学的考察ー」

東北学院大学東北文化研究所紀要第5号

紫桃正隆 (1973) : 「多賀城市内の古城館」史料仙台領内古城館第3巻

(1776) : 「安永風土記」宮城県史24
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調査区航空写真（昭和36年撮影）

写真図版1 調査区遠景（北より）

この空中写真は建設も国土地理院が撮影したものを、

建設省国土地理院の承認を得て掲戟したものである。



写真図版2

上：西区全景

（南より）

中：谷全景

（北西より）

下：東区全景

（南より）



SA 03• 04 柱列跡（北より）

P32 埋土断面 P33 埋土断面

写真図版 3 P34 埋土断面 P36 埋土断面



写真図版4

上： S 001 • 02溝跡

（北より）

中： SD02溝跡埋土断

面 （西より）

下：西区西壁基本土層

断面 （東より）
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